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みやぎ単元問題ライブラリー「算数チャレンジ大会２０１５」本選問題の解答・解説

右の図は，直径１２ｃｍと２０ｃｍの半円 【図】

を重ね合わせたものです。

斜線部分 ア の面積を求めなさい。

ただし，円周率は3.14とします。

Ａ Ｏ Ｂ

直径２０ｃｍの半円の中心をＯとし，左のように，図にＡ，

Ｂ，Ｃ，Ｐと記号を付けます。

三角形ＡＯＣは，角Ａが４５°，ＯＡとＯＣが半径で長さが

等しいので，直角二等辺三角形となります。

Ｃ

の面積は，おうぎ形ＯＡＣの面積から直角三角形ＯＡＣの面積と三日月形 の面積をひいた分

です。

Ａ Ｏ Ａ Ｏ

Ｃ Ｃ

・おうぎ形ＯＡＣの面積 ＝１０×１０×３．１４÷４

＝７８．５

・直角三角形ＯＡＣの面積＝１０×１０÷２

＝５０ Ａ Ｑ

・ 左の三日月形面積は，直径１２ｃｍの半円の中心を

Ｑとすると，おうぎ形ＱＡＰの面積から直角二等辺

三角形ＱＡＰの面積をひいた分になります。

・おうぎ形ＱＡＰの面積＝６×６×３．１４÷４ Ｐ

＝２８．２６

・直角二等辺三角形ＱＡＰの面積＝６×６÷２

＝１８

したがって，三日月形の面積は，２８．２６－１８＝１０．２６ｃｍ２

おうぎ形
よって， 78.5cm2

の面積＝７８．５－５０－１０．２６ 三日月形
＝１８．２４ｃｍ２ 10.26cm2

直角二等辺三角形
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